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１．はじめに 
 ✠神学とは 
 ✠ユダヤ教の一派として歩み始める 
 ✠弁証論としてのキリスト教神学 
 ✠現代の神学について 
２．近代化の波 
 ✠宗教改革により再発見されたキリスト者の自由 
 ✠その予期せざる結果としての世俗化（近代化） 
 ✠世俗化の波の中で信仰を持ち続けるということ 
３．「科学的」というペルソナ 
 ✠エヴィデンスの問題～科学者が信仰を持つということ 
 ✠死生観の変遷（スペースシャトルが飛ぶ時代の天国） 
 ✠臨死と信仰の問題～信仰は役に立たないという考え方 
３．Allport の宗教性の研究から考えられること 
 ✠信仰者は内発的宗教性の獲得を目指すべきなのか 
 ✠宗教的人間を「科学的に」測る必要性はあるのか 
 ✠宗教心理学は現場に役立つのだろうか 
４．終わりに 
 ✠研究の軸足について 
  ☨（宗教）心理学から神学へのアプローチ 
  ☨神学から宗教心理学へのアプローチ 
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